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中川・綾瀬川流域治水プロジェクト
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【東京都】
堤防等の耐震対策

◆流域の雨水貯留機能の向上に関する対策
・開発に伴う流出抑制対策の指導・促進
・下水道貯留浸透施設の整備
・校庭貯留
（流域内の多数の都県区市町で実施）

◆リスクの高い区域における開発抑制、立地適正化
（埼玉県、熊谷市、行田市、鴻巣市、草加市、

蓮田市、杉戸町で実施）

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、事前防災対策を進める必要がある。利根川水系中
川・綾瀬川流域では、昭和30年代以降の急激な市街化の進展に対し、従前より有していた保水・遊水機能の維持・増大を図るため、流域が一体となった総
合的な治水対策の取り組みや流域外への排水機能の強化等を進めてきたが、以下の取り組みを一層推進していくことで、国管理区間においては、甚大な浸
水被害が発生した戦後最大の昭和33年洪水と同規模の洪水に対して堤防からの越水を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策には危機管理対策等は含まれていない。

● 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・土地の水災害リスク情報の充実

（ハザードマップの整備 等）
・避難体制等の強化

（マイ・タイムラインの策定・支援、まるごとまちごとハザードマップの
整備促進、避難訓練の実施 等）

・関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化
（自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会の実施 等）

● 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・洪水氾濫対策

（堤防整備、河道掘削、高潮対策、排水機場の増強、調節池整備 等）
・内水氾濫対策

（排水施設の整備、施設の耐水化、電気設備の嵩上げ 等）
・流域の雨水貯留機能の向上

（開発に伴う雨水流出抑制対策の指導・促進、下水道貯留浸透施設、
校庭貯留、水田貯留 等）

● 被害対象を減少させるための対策
・水災害ハザードエリアにおける土地利用や住まい方の工夫

（リスクが高い区域における開発抑制、立地適正化 等）
・まちづくりでの活用を視野にした水災害リスク情報の充実

（多段階な浸水リスク情報の充実 等）

中川・綾瀬川流域治水プロジェクト【位置図】
～都市化の進む流域において総合的な治水対策を一層推進し、浸水被害を軽減～

開発に伴う流出抑制対策（松伏調整池）
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校庭貯留（羽生市）

排水ポンプ車
運転講習会の実施

◆ハザードマップの整備、避難訓練の実施
（流域内の多数の都県区市町で実施）

避難訓練の実施

開発許可
の厳格化

居住誘導区域
から除外

リスクが高い区域における開発抑制、立地適正化 多段階な浸水リスク情報の充実

凡例

浸水範囲（昭和33年洪水実績浸水範囲）

国管理区間

堤防整備、河道掘削、高潮対策等

調節池整備、排水機場増強、支川合流点処理

R3.3策定



短期 中長期

堤防整備、河道掘削、高潮対策等 国、埼玉県、東京都

排水機場の増強 国、埼玉県

調節池整備、放水路整備、支川合流点処理 国、埼玉県

内水氾濫対策
埼玉県、東京都、

区市町

流域の雨水貯留機能の向上
茨城県、埼玉県、東京都、

区市町

水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
埼玉県、東京都、

区市町

まちづくりでの活用を視野にした土地の水災害リスク情報の充実 埼玉県

土地の水災害リスク情報の充実
国、茨城県、埼玉県、東京都、

区市町

避難体制等の強化
国、茨城県、埼玉県、東京都、

区市町

関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化
国、茨城県、埼玉県、東京都、

区市町

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

区分 対策内容 実施主体
工程

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

被害対象を減少させる
ための対策

中川･綾瀬川流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～都市化の進む流域において総合的な治水対策を一層推進し、浸水被害を軽減～
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※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

八潮排水機場 増強完了

中川下流部（国管理区間）
堤防整備完了

気候変動を
踏まえた

更なる対策を
推進

中川下流部（国管理区間）
無堤部の堤防整備完了

大場川下流排水機場 完了

宇和田さくら堰 完了

R3.3策定

中川・綾瀬川では、上下流、本支川の流域全体を俯瞰し、国、都県、区市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】中川下流部や新方川における堤防整備や河道掘削、および大場川下流排水機場や八潮排水機場の増強を主に実施する。また、内水氾濫対策（排

水施設の整備等）や、流出抑制対策（開発に伴う流出抑制対策の指導・促進、雨水貯留施設の整備等）、被害対象を減少させるための対策（土

地利用や住まい方の工夫等）をより一層推進するとともに、被害軽減のための水災害リスク情報の充実や避難体制の強化等を実施する。

【中長期】本川、支川における堤防整備、河道掘削とあわせ、調節池や放水路の整備等を実施する。また、内水氾濫対策、流出抑制対策、被害対象を減少

させるための対策、被害の軽減のための対策等を引き続き実施し、流域全体の安全度向上を図る。

※都管理河川については、補助・交付金に係る当面の事業費を計上している。

■河川対策
全体事業費 約 6,569億円※

対策内容 堤防整備、河道掘削、調節池整備、放水路整備、支川合流点処理 等

■下水道対策
全体事業費 約 742億円
対策内容 流域の雨水貯留機能の向上 等


